
いまこの資料を手に取ってくれてるあなたに「ありがとう」。これを見てるってことは、あなたは少なか
らずお年寄りのシーティングに興味がある方なのかな。ぼくはシーティングが大好きだからさ、読んでく
れて嬉しいよ。

この資料は、昔ながらの老健で１０年間お年寄りの座位と向き合ってきた安藤が「ところで、いい座
位ってなんだろう？」ってテーマで好き勝手書いたものだよ。シーティングって言っても、そもそも目指す
座位のゴールがどんなものかわかってないと取り組みようがないし、座位が崩れてるのに「うん、いい座
位！」って誤解しててもマズいしね。だからね、こんな資料つくってみた。シーティングする上で必要にな
る安藤なりの『いい座位』の基準が書いてあるよ。あなたに必要そうなら読んでみてね。

さきに結論から言っちゃうとね、ぼくが考える「いい座位」は…
１．傾きがない
２．前屈みになれる
３．ずっこけすぎてない
４．顔が前を向いてる
５．突っ張りがない
６．手の動きが良い
７．連続座位２時間以上
８．褥瘡がない
９．いずれ崩れる

ってのを全部満たしてる状態だよ。………え、ちょっと多い？うん、実はぼくも書いてる最中「お、意外
とあるじゃん！」って思ったよ。なにせ、普段シーティングするときは『直観＆雰囲気＆感覚』で何となく
やっちゃってるからね。誰かに伝えたり、ましてや、読める文章にして残すなんてこともしてないしね。今
回資料って形にしてみて、改めて自分のシーティングの振り返りになったよ。「あ、普段こんなこと考えな
がらやってんだなぁ」って。

ちなみに、１つでもできてない項目がある座位は、ぼくの基準ではアウトね。ご本人が「座りやすいよ
～」って言っても、ご家族が「前よりずっときれいに座れてます！」って言っても、介護さんが「この方、最
近すごい座位良くない！？」って言っても、ぼくはこれに全部〇がつかなきゃ納得できない。オールオー
ケーにならないと、どーしてもイヤなのよ。……もうね自分勝手な『こだわり』なんだと思ってる。

だってさ、座位は生活だもん。座位にこだわるってことは、生活にこだわるってことだもんね。たぶんこ
の考え方、介護や生活にドップリ浸かってくれてる老年期系の方じゃないと伝わらないんだろうなぁ。ど
れだけ座位を守ることが生活を守るかって、どれだけ座位が崩れることが生きにくさをつくるかって、
一度それを知っちゃったら、もう『座位の大切さ』を手放せないよ。ないがしろにはできない。「……う～
ん、まぁわかるけどさ、座位ってそこまでダイジ？」って思う方には自己満足に聞こえるかもだけど、ぼ
くはこれからもトコトンこだわり続けるよ。なによりも、自分の信念ために。（←かっちょいい！笑）

ところで、あなたにとって「いい座位」の基準ってどんな感じ？たぶん、ぼくの１～９はちょっとわかりに
くいんだよね。教科書によく書いてある座位の考え方とは、ちっと外れたことも書いてあるから。先にこ
のあたりを説明しておこうか。

（※ここから長いから、いそがしい方はページ3/6まで読み飛ばしちゃってね）


